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　３月３０日（日）にさよう文化情報センターで令和６年度佐用町地域福祉研修会を開催しました。
　基調講演では、にいがた災害ボランティアネットワークの李理事長を講師に迎え、『みんなで考える災害時にも強い地域づ
くり　～「誰一人取り残さない」地域を目指して～』と題して講演をしていただきました。また、実践報告として群馬県榛東
村社会福祉協議会及び榛東村民生委員・児童委員協議会が取り組んでおられる『支え合いマップづくり』について、榛東村社
協の小野関事務局長から発表がありました。
　李理事長からは、「災害時のニーズは時間の経過と共に変化するので、１回だけの声掛けでは駄目」「災害時に気づき、相談
に乗るのは、身近な人の役割。普段の地域づくり活動を積み上げてきた信頼感に勝るものはない」と話されました。
　参加者からは、「暮らしの実態を知っている近所への声かけが、災害時に強いと確信した」「自治会のマップ。命の地図であ
ると思った」といった声が聞かれました。

平常時に声掛けできる地域は災害時にも強い
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身
近
な
生
活
圏
域
（
佐
用
町
で

は
自
治
会
）
に
お
い
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
、
生
き
が
い
を
持
ち
な

が
ら
、
安
全
に
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
理
想
で

す
。
小
地
域
福
祉
活
動
と
は
、
住

民
の
み
な
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
、

支
え
合
う
仕
組
み
を
築
き
、
地
域

の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
の
解

決
に
向
け
た
方
法
や
活
動
内
容
を

考
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
地
域

活
動
で
す
。 

     

平
成
30
年
度
か
ら
本
会
で
実

施
し
て
い
る
、
各
自
治
会
を
対
象

と
し
た
助
成
事
業
で
す
。 

 

自
治
会
組
織
内
に
「
福
祉
課
題 

                       

等
を
共
有
す
る
機
会
」
を
設
け
、 

見
守
り
活
動
や
声
か
け
、
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
事
業
に
よ

っ
て
、
自
治
会
で
実
施
し
て
い
る

活
動
を
、
継
続
実
施
で
き
る
よ
う

応
援
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
も
右
表
の
よ
う
に
、
83 

                       

の
自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に 

合
わ
せ
、
様
々
な
工
夫
を
し
な
が

ら
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

地
域
全
体
で
支
え
合
い
、
助
け

合
う
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
、
き

っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
活
用
で

き
ま
す
。
未
申
請
の
自
治
会
も
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

小
地
域
福
祉
活
動
合
同
説
明
会
を
開
催 

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 

小
地
域
福
祉
活
動
と
は 

ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
支
援
事
業
と
は 

説明会の様子（佐用町地域福祉センター） 

各
自
治
会
の
自
治
会
長
及
び
福
祉
委
員
を
対
象
に
、
４
月
11
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
町
内
16
会
場
で
小
地

域
福
祉
活
動
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
で
は
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
必
要
性
や
福
祉
委
員
の

役
割
、
本
会
が
実
施
し
て
い
る
『
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
』
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

令和６年度 ご近所福祉ネットワーク活動支援事業 取組状況 

実施自治会数 ８３自治会（実施率６３％） 

  内   容 申請数 

選
択
活
動 

 ①ふれあい・いきいきサロン ７９ 

 ②見守り活動 ６６ 

 ③お手伝い活動 ３０ 

 ④勉強会 １８ 

 ⑤支え合いマップ作り ２５ 

 ⑥個別避難訓練 １４ 

 ⑦その他、先駆的・開拓的活動  ０ 

※選択活動の申請数は、自治会毎に異なり、少ない自治会で１事業、 

 多い自治会は６事業を申請・実施しています。 
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契約入所のご案内  
今まで養護老人ホームへの入所は、老人福祉法に規定された老人福祉措置要領に基づいて、入

所希望者の申し込みの後、行政期間が入所にふさわしいかの判定会を行ったうえで、養護老人ホ

ームへ入所依頼を行う『措置入所』に限られていました。 

しかし、佐用朝霧園では、養護老人ホームという社会資源をより活用し、地域の福祉に貢献す

るため、措置によらない契約による入所受入を令和５年度から実施しています。 

養護老人ホーム佐用朝霧園 

◎契約入所できる方（次の２つの要件に当てはまる方が対象となります） 

 （１）家族（又は代理人）若しくは本人に利用料を負担できる経済的資力があること 

 （２）概ね 65歳以上の高齢者でかつ施設内での集団生活が営める方で、次のいずれかに該当する方 

     ・一時的、期間的に支援者（介助者）が不在となり、単独での生活が困難な方 

     ・身体機能の低下により、自宅での生活が困難な方（施設内で自立生活が可能な程度） 

     ・バリアフリー化居宅改修工事等により、一時的に自宅での生活が困難な方 

     ・災害等により、長期的若しくは短期的に自宅での生活が困難な方 

     ・居住に関し、上記以外に何らかの課題を抱える方で、佐用朝霧園の使用目的に合致し、施

設長が利用を認めた方 

◎契約の種類 

 （１）長期契約 

     ・１年以上の利用 

 （２）短期契約 

     ・１回あたりの利用日数は 10日以内 

     ・１年間に 120日以内 

◎契約入所の定員 

  10名以内 

◎利用料金 

 （１）長期契約 

     入所される方の収入額（年額）によって、利用料が決まります 

      （例）年収が 175万円の場合、利用料は月額 128,600円となります 

      ※身体機能の状態によって月額 34,890円を加算する場合があります 

 （２）短期契約 

     １日あたり 3,000円 

◎その他注意事項 

  ・契約の際には、身元引受人と身元保証人が必要です 

  ・外出、外泊については、施設長の許可が必要です 

  ・入所期間中は、外部の介護サービスの提供を受けることはできません 

  ・特殊な医療装置や 24時間監視が必要な延命治療等には対応できません 

詳しくは、佐用朝霧園（ ７８－８０５０）までお気軽にお問い合わせください 

令和 2年、町内平福から現在地・林崎に移転新築した佐用朝霧園 
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本
会
で
は
、
将
来
を
担
う
こ
ど

も
た
ち
の
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
福
祉
の
こ
こ
ろ
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
町
内
の

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
を
『
福
祉

教
育
推
進
校
』
と
し
て
指
定
し
、

各
校
と
連
携
し
て
福
祉
教
育
推
進

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
活
動
は
、
皆
様
か
ら
ご
協

力
を
頂
い
た
共
同
募
金
配
分
金
を

活
動
財
源
と
し
て
、
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

◆
各
学
校
で
の
主
な
取
組 

佐
用
小
学
校 

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
と
の
交
流 

・
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い 

・
募
金
活
動
（
赤
い
羽
根
共
同
募

金
等
） 

 

上
月
小
学
校 

・
福
祉
施
設
と
の
交
流
（
祐
あ
い

ホ
ー
ム
上
月
） 

・
福
祉
体
験
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
） 

・
地
域
の
高
齢
者
の
方
と
の
交
流 

・
保
育
園
児
と
の
交
流 

・
募
金
活
動
（
赤
い
羽
根
共
同
募

金
） 

・
福
祉
に
つ
い
て
学
習
、
発
表 

              

南
光
小
学
校 

・
福
祉
体
験
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
、
手
話
体
験
、
点

字
体
験
、
県
リ
ハ
見
学
・
体
験
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
ア
イ
マ

ス
ク
体
験
） 

・
募
金
活
動
（
赤
い
羽
根
共
同
募

金
、
こ
は
る
ち
ゃ
ん
を
救
う
会
） 

              

三
日
月
小
学
校 

・
福
祉
施
設
と
の
交
流
（
サ
ン
ホ

ー
ム
み
か
づ
き
） 

・
保
育
園
児
と
の
交
流 

・
障
が
い
者
等
に
つ
い
て
の
学
習

（
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
等
） 

・
高
齢
者
と
の
交
流 

・
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流 

・
募
金
活
動
（
赤
い
羽
根
共
同
募

金
） 

 

佐
用
中
学
校 

・
福
祉
施
設
と
の
交
流
（
千
種
川

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
） 

・
福
祉
施
設
訪
問
作
業
（
朝
陽
ヶ

丘
荘
等
） 

 

上
月
中
学
校 

・
福
祉
施
設
と
の
奉
仕
作
業
、
交

流
（
祐
あ
い
ホ
ー
ム
上
月
） 

・
上
月
保
育
園
と
の
交
流
遊
び 

・
小
学
校
と
交
流
、
清
掃
指
導 

・
生
徒
会
福
祉
活
動
プ
レ
ゼ
ン
ト

づ
く
り 

・
命
の
授
業 

・
福
祉
体
験
（
高
齢
者
疑
似
体
験
、

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
手
話
体

験
） 

・
収
集
活
動
（
ベ
ル
マ
ー
ク
、
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
） 

             

上
津
中
学
校 

・
福
祉
施
設
訪
問
、
清
掃
活
動
（
南

光
園
、
播
磨
園
、
シ
ャ
イ
ン
、

ハ
イ
ム
ゾ
ン
ネ
） 

・
ひ
ま
わ
り
栽
培 

・
ひ
ま
わ
り
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

・
福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
南

光
園
夏
祭
り
） 

・
福
祉
体
験
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
） 

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
友
愛
通

信
事
業
（
暑
中
・
寒
中
見
舞
） 

・
収
集
活
動
（
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
、

プ
ル
タ
ブ
） 

・
募
金
活
動
（
赤
い
羽
根
共
同
募

金
、こ
は
る
ち
ゃ
ん
を
救
う
会
） 

 

三
日
月
中
学
校 

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
友
愛
通

信
事
業
（
暑
中
・
寒
中
見
舞
） 

・
保
育
園
と
の
交
流 

・
文
化
祭
で
の
交
流
（
福
祉
施
設

入
所
者
、
高
年
ク
ラ
ブ
） 

・
福
祉
体
験
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
） 

・
募
金
寄
付
活
動
（
能
登
半
島
大

雨
災
害
、
こ
は
る
ち
ゃ
ん
を
救

う
会
、
心
の
と
も
運
動
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
） 

誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
く
豊
か
に
住
み
続
け
ら
れ
る
「
共
生
の
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て 

令
和
６
年
度 

福
祉
教
育
推
進
事
業
で
の
各
学
校
の
取
り
組
み 

認知症サポーター養成講座（上月小） 

点字体験（南光小） 

アイマスク体験（上月中） 
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【お問い合わせ先】地域福祉課総務係 ☎７８－１２１２ 

◎対象者 
 町内居住で下記の①～④のいずれかに該当
し、在宅においてご自身での寝具類の衛生管
理が困難な方 
 
① 要介護認定者で、要介護認定調査の障

害高齢者の日常生活自立度がＢ以上、
または認知症高齢者の日常生活自立度
がⅢ以上の方 

② 独居の要介護認定者であり、要介護認
定調査の障害高齢者の日常生活自立度
がＡ以上、または認知症高齢者の日常
生活自立度がⅡ以上の方 

③ ６ヶ月以上寝たきりの状態及び身体障
害者(児)手帳所持者で、程度が１・２級
の方 

④ ６ヶ月以上寝たきりの状態及び療育手
帳所持者で、障害程度Ａ判定の方 

 
◎対象物 
 対象者が普段寝具として使用している掛布
団、敷布団、毛布等 
 
◎利用料金 
 ①８,０００円以内の場合 

実施費用の１割（１０円未満切り捨て） 
 ②８,０００円を超える場合 

８,０００円の１割（８００円）の他に、
８,０００円を超えた金額 

 

◎申込方法 
町社協各センターに備え付けの所定の申込

書を提出してください 
 ※町内の居宅介護支援事業所や相談支援事

業所にも申込書を配布しておりますの
で、担当のケアマネジャーや相談支援専
門員を通じて提出していただいても構い
ません 

 
◎申込締切  令和７年５月３０日（金） 
 
◎回収日   令和７年６月１６日（月） 
 
◎返却日   令和７年７月７日（月） 
 

令和７年度第１回 ふとんクリーニングサービス のご案内 

《ご利用の流れ》 
 
① 申込書を締切までに提出してください 
② 町から利用決定もしくは却下の通知が

届きます 
③ 利用の決定が下りた方には、社協から回

収時間等の連絡をします 
④ 回収当日は、業者と社協職員がご自宅に

伺います 
⑤ 返却日に、現金にて利用料をお支払いく

ださい 
※ なお、申込書に記載された寝具類のみが

クリーニングの対象となります 

ぴったりの紙おむつ、探してみましょう 

 大人用おむつ・尿ケア専用まで身体状態にあわせて選ぶ介護用品のご案内 

大人用紙おむつは、利用される方の体型や障害の度合いが様々であることから、使い分けがで

きるように種類が豊富になりました。しかし、ご本人に適したものを正しく選んで効果的に使う

ことができている方は案外少ないようです。 

本会では、紙おむつ等介護用品の販売・斡旋を行っています。お体の状態と日常生活にあわせ

た選び方、ちょっとした工夫など、心地よく生活するために紙おむつを上手に利用してお使いで

きるようにご紹介していますので、お気軽にご相談ください。 

おむつ 尿取りパッド 

テープ止めタイプ パンツタイプ パンツタイプ用 高吸収タイプ 軽失禁タイプ 

寝た姿勢でも交換がしやすい 下着のように装着できる パンツタイプのおむつ用パッド 吸収量の多いパッド 日中のちょい漏れに 
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（資）

井
口
呉
服
店

佐
用
工
場

グ
ロ

リ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

㈱
千
種
商
店

ン
タ

佐
用
町
シ
ル
バ

人
材
セ

火・木・土

家内・久崎・櫛田・円光寺・下秋里・上秋里・西新宿・大日山・小赤松・大酒）

午前8時30分～午後3時00分まで

運行曜日

月・水・金

※受付日：月曜日～金曜日（平日）

庵

奥

林

　
　
覚

○
福
祉
の
た
め
に

匿
名
４
件

○
給
食
材
料

須

安

佐

用

匿
名

匿
名

救
護
施
設
　
南
光
園

○
古
切
手

、
そ
の
他
物
品

平

福
〃

佐

用

岸

本

　
和

枝

匿
名

匿
名

㈱
碧
木
商
店

西
下
野

匿
名

㈲
森
本
モ
ー

タ
ー

ス

㈱
三
日
月
運
送

野

村

　
兼

光

運行地域

佐用地域、上月地域の一部地域（福吉・本郷・大垣内・皆田・南中山・来見・田和・

才金・金子・桜山・金屋・力万・須安・宇根）

南光地域、三日月地域、上月地域の一部地域（樫ヶ渕・越田和・判官・稗田・

久木原・小日山・目高・寄延・上上月・中上月・下上月・仁位・早瀬１・早瀬２・

う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

し
て
い
き
ま
す

。
あ
り
が
と

転
に
心
が
け

、
大
切
に
使
用

活
動
等
に
活
用
し

、
安
全
運

し
た
車
両
は

、
町
内
の
訪
問

財
団
か
ら
助
成
を
受
け
更
新

　
こ
の
度

、
神
戸
や
ま
ぶ
き

財
団
で
す

。

２
０
１
２
年
に
設
立
さ
れ
た

の
充
実
に
寄
与
す
る
目
的
で

の
想
い
の
も
と

、
社
会
福
祉

出
捐
者
で
あ
る
中
谷
忠
子
氏

※運休日：日曜日・祝日・年末年始
午前8時30分～午後5時00分まで

     預託者名（順不同・敬称略）

佐

用

○
供
養
と
し
て上

野

　
広

巳

上
本
郷

湯

谷

　
明

男

    3月11日～4月10日受け付け分

安

本

　
英

生

難
病
患
者
の
方
々
を
な
ん
と

「
障
害
者
や
要
保
護
児
童

、

　
神
戸
や
ま
ぶ
き
財
団
は

、

下
本
郷

船

引

　
哲

夫

匿
名

匿
名

兵
庫
西
農
業
協
同
組
合

㈱
春
名
建
設

㈱
テ
ク
ノ
・
ハ
リ
マ

匿
名
３
件

役
場
農
林
振
興
課

㈱
ポ
ー

ラ
化
粧
品

船
曳
土
木
興
業
㈱

三
日
月
支
店

櫛

田
〃

乃
井
野

黒

﨑

　
文

子

神
戸
市

長

田

　
恒

己

古

川

　
琴

己

三
日
月

金

屋

三
日
月

平

松

春
井
　
な
る
み

〃

匿
名

か
ご
支
援
し
た
い

」
と
い
う

金
銭
口
座 

物
品
口
座 

 佐用町善意銀行には、年間を通して預託 

金や預託品をお寄せいただいています。 

 中でも預託金は、佐用町の福祉活動を推 

進するためになくてはならない財源となっ 

ておりますので、みなさんのご理解とご協 

力をよろしくお願いします。 

通院や買い物など、みなさまの外出を応援します 

予約専用電話 ７８－８０３４ 
※２週間前から利用日の前日午後３時までに電話予約してください。 

 但し、前日が土・日・祝日等の場合は、その前日が期日になります。 
予約制 

予約受付時間 

運行時間 

「
神
戸
や
ま
ぶ
き
財
団
」

か
ら
の
助
成
金
で
 

訪
問
活
動
車
両
を
更
新
 

更新した車両 
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
４/２７ ２８ ２９ ３０ ５/１ ２ ３

昭和の日 給食サービス 憲法記念日

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
みどりの日 こどもの日 振替休日 ひまわり

（子どもの日）
南光地域福祉センター

１０：００～

給食サービス さよう子ども食堂

「Full House」
さよう子育て支援センター

１１：３０～

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
民生委員・児
童委員の日

給食サービス 喫茶であい
三日月地域交流センター

１０：００～

給食サービス ふれあい喫茶
「とも」
川原町公民館
９：００～

ふれあい喫茶
「あえーる」
南光文化センター

９：００～

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４
給食サービス ひだまり

（親子リトミック）

三日月福祉拠点施設

１０：００～

給食サービス

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
給食サービス 喫茶であい

三日月地域交流センター

１０：００～

給食サービス

６／１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
善意の日 給食サービス ひだまり

（自由遊び）
三日月福祉拠点施設

１０：００～

給食サービス

さよう子ども食堂

「Full House」
さよう子育て支援センター

１１：３０～

ふれあいカレンダー（５月）

『いつだって まんまるまんなか こどもたち』 
～ 5月5日～11日は、こどもまんなか児童福祉週間です ～ 

 こどもたちが健やかに育つこと、これは社会の
宝であるこどもたちに対する国民全体の願いであ
り、すべてのこどもが家庭や地域において、豊か
な愛情に包まれながら、夢と希望をもって未来の
担い手とし、個性豊かに逞しく育っていけるよう
な環境・社会をつくっていくことが重要です｡ 
 このため、政府では、すべてのこどもと子育て
を大切にする取り組みを進めています｡ 
 また、こうした社会づくりを大人任せにするの
ではなく、どのような社会が理想なのか、こども 

たちの一人一人がそれぞれの意志で新しい未来を
築いて行こうとする取り組みを進めていくこと、
そして、それを応援する環境を整備していくこと
も求められています｡ 
 こうした中、こどもや家庭、こどもの健やかな
成長について国民全体で考えることを目的に、こ
ども家庭庁では、毎年5月5日の｢こどもの日｣から
1週間を「こどもまんなか児童福祉週間」と定め
て、児童福祉の理念の普及･啓発を行っています。 
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町民ペンリレー（№233） 

小嶋
こじま

 尚
なお

登
と

 さん（４９歳） 
（佐用町下三河） 

質問：趣味・特技はなんですか？ 

答え：ゴルフとドライブです。 

質問：日頃から心がけていることはありますか？ 

答え：めんどくさいことを後回しにしないことを 

心掛けています。 

質問：毎日続けていることはありますか？ 

答え：早寝早起きです。 

質問：最近嬉しかったことはありますか？ 

答え：懐かしい人と一緒に仕事をできたことです。 

質問：最近のマイブームはなんですか？ 

答え：お酒を呑むことです。 

質問：好きな言葉はありますか？ 

答え：『失敗は成功のもと』です。 

質問：最近、気になっていることはありますか？ 

答え：物の値段が高いことです。 

質問：社協に望むことはありますか？ 

答え：誰もが安心して暮らせるようにしてもらいたいですね。 

 

前回の 淡路 和弘 さんからのメッセージ：「また一緒に競馬を頑張ろうな。」 

この広報紙は共同募金配分金の一部で作られています。 

令和７年度 第１回 家族介護教室 

【日  時】令和７年６月１１日（水） １３：３０～ 

【場  所】南光地域福祉センター 

【講  師】町健康福祉課 歯科衛生士 

【参 加 費】無料 

【申込締切】令和７年６月４日（水） 

【申込・お問い合わせ先】地域福祉推進係 ☎７８－０８３０ 

オーラルフレイルという言葉をご存知ですか？ 

「むせる」「噛みにくい」「滑舌が悪くなった」等、お口のささいな衰え（オーラルフレイル）は、心や全

身の衰えにつながると言われています。今回は歯科衛生士から、お口の健康についてお話ししていただきま

す。この機会にお口の健康を見直してみませんか？ 


